
 

 
Ⅰ 安積高校の放射線と復興の教育 

感想含め、安積高校ホームページに詳細を載せている。 

１ 福島の復興と放射線についての授業 

毎年、夏に希望者、10 月と 3 月に通常の授業内（3 年生

と 1 年生）で行っている。今年は年間でのべ約 200 名に授

業した。全五章構成、各 1 時間であり、理科から社会へま

たがり科目横断的な内容である。放射線の基本性質、放射

線の生体への影響と 2011 年の福島第一原発事故後の福島の

健康影響の現状、風評被害・原発事故処理などの社会的課

題、被災地の現状と福島の人の努力を教える。最後には

「東日本大震災の教訓は何か」を考え、KJ 法を用いてグル

ープでまとめて、全体に発表する。詳細は論文に記した 1)。 

２ 生徒研修 

本校では生徒と被災地や福島第一原発を見に行って課題を

考える研修を盛んに行っている。海外の高校生とともに交

流しながら学ぶ活動も行っている。 

 
図 1 授業の様子（2023 年 7 月） 

 
図 2 左は国際放射線防護ワークショップ（2019 年 8 月）、

右は伝承館研修（2023 年 7 月） 

Ⅱ 放射線と福島の状況に関する問題・アンケート 

１ 目的 

 生徒たちの欠けている知識、放射線による生体影響への

認識などを調査することで、今後どういった教育が必要で

あるか考察する。 

２ 時期と対象 

2024 年 2・3 月に本校 1・2 年生に対して電子アンケート

形式で行った。359 名（集計途中）が回答した。結果を表 1

にまとめた。なお 2020 年にも同様の内容で調査した 1)。 

３ 内容と結果 

(1) 問題 A～M(2) 

全 15 問であり、 A～E：放射線の物理的性質、F～J：放

射線の生物学的影響、K～M(2)：原発事故の社会的影響、の

3 項目各 5 問である。平均点 10.3 点であった。3 項目の中

では K～M(2)の合計の平均点が 2.5 点と一番低く、かつ実際

の数値よりも高すぎる解答が多かった。つまり原発事故の

影響を生徒たちは過大評価しすぎていると言える。一方平

均点は 2020 年の調査のときの 9.7 点よりも統計的に有意に

増加した（Student's t test、p 値＜0.01 ）。特に K～

M(2)の合計の平均点が一番増加し、0.3 点増加した。 

(2) アンケート 

3 問の結果に絞って記述する。「現在の放射線被ばくで、

後年に生じる健康被害（例えば、がんの発症など）が福島

県の人にどのくらい起こると思いますか？」、「現在の放

射線被ばくで、次世代以降の人（将来生まれてくる自分の

子どもや孫など）への健康影響が福島県の人にどのくらい

起こると思いますか？」に対し、「可能性は高い」と「可

能性は非常に高い」の回答（以下ネガティブな回答）を合

わせた割合はそれぞれ 7%、3%であった。これらの回答の割

合は、2020 年の調査のときの 15%、9%、及び福島県の大人

の 2023 年度調査 2)の 28％、26％より低い。なおこれらの健

康被害の可能性が非常に低いことは放射線副読本に記載さ

れており、「こうした不安が様々な差別や偏見につながる

ことを防ぐため、科学的根拠や事実に基づいて行動してい

くことが必要」としている 3)。 

「放射線についての授業（学校で行う講演会やどこかの

団体の講習等を含む）を高校入学以前に受けましたか？」

の質問では、小中学校両方で授業を受けていない（または

不明）と回答した割合は 43％であり、2020 年の調査のとき

の 29％よりも増加した。 

(3) 考察 

小中学校での教育をする割合が減ったのに(1)の点数が増

加した理由を考察する。2020 年の高校生の方が、(2)で述べ

たアンケートのネガティブな回答の割合が高いことから

も、事故直後の報道に触れる機会が多く、原発事故が悲惨

なものであるという印象が強くついた結果、事故の影響を

過大評価しすぎていたことに起因すると考えられる。一方

で、現在の高校生の理解度でも十分とはいえない。著者は

かつて県内外ともに次のような内容を伝える授業が必要で

あると述べた 1)が、2024 年現在でも同様ではないか。 

①放射線がうつらないことや壁による遮へい効果などの、

放射線の基本性質。②現在は放射線量が県外や諸外国と同

じ程度まで減ったこと、事故直後でも自然放射線量程度の

被ばくであったことなどの、福島県の放射線量についての

定量的な知識。③福島県産品は放射性物質検査を行ってお

り、検査の基準を超えたものは現在ほとんど 0 であるこ

と。④福島県に暮らす人が放射線を浴びたことによる遺伝

的影響は生じえないであろうこと。 
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表 1 平均点と各問の正答率
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